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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

2 月 図書館カレンダー

2 月 14 日はバレンタインデーです。バレンタインといえばチョコレートです
が、その原料のカカオがヨーロッパに伝わった 16 世紀頃には、上流階級の嗜好
品として甘いチョコレートドリンクが大流行しました。その後、固形のチョコレー
トが作られ、現在ではカカオの成分が健康に良いとの評価が定着し、さまざまな
機能性チョコレートが販売されています。

今月は、チョコレートの作り方と贈り物を包むラッピングの本を紹介します。

世界一ていねいに教える！チョコレー
トスイーツ BOOK
　登録者数 240 万人以上のユーチュー
バー SEIJIN（せーじん）さんの本です。
　料理やお菓子作りが苦手な人のため
に、全工程が写真付きで説明され、簡単
なものから上級者向けまで全てのレシピ
に動画視聴できる二次元コードも付いて
います。テンパリングの
仕方やクッキングシート
の使い方など、分かりや
すく説明されているので、
初心者の方もぜひ挑戦し
てみてください。

基本のラッピング
　贈り物にラッピングがされていると特
別なものを受け取った気持ちになるもの
です。バレンタイン以外にも、大切な人
への贈り物やお土産、お祝い品などに相
手のことを思いながら丁寧にラッピング
すれば、それだけで世界に一つだけの贈
り物になります。包装紙の選び方や色の
組み合わせ方、合わせ包
みやななめ包みなどの基
本の包み方、円筒形やピ
ロー形などの高度な包み
方まで写真付きで分かり
やすく紹介しています。

【お知らせ】
◎�お話会は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により中止と
なる場合があります。

問 図書館　☎ 029-897-0647
図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日 :�月曜日（㊗の場合は翌日）、図書整理日
　　　　　※ 14 日～ 21 日は蔵書点検により休館
◎お話会 :�2 月 12 日土午前 10 時半から

「世界一ていねいに教
える！チョコレートス
イーツ BOOK」
SEIJIN　著

「基本のラッピング」
つつみ屋工房　監修
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問 スポーツ振興課
☎ 029-898-9907

ワイワイガヤガヤとスポーツで汗を流して気分転
換をするため、地域の人たちが誰でも参加できる緩
いつながりのクラブです。毎週火曜日から日曜日の
週 6 日、活動しています。

幼児から 80 歳代の高齢者まで、
自分に合ったスポーツで汗を流し
て楽しんでいます。種目は、卓球

なかよしクラブ ??　どんなクラブ ??

総合型地域スポーツクラブに参加しませんか

Let’s play sports with fun!! 
楽しくスポーツしましょう !!

なかよしクラブの紹介

一緒にスポーツやってみませんか？一緒にスポーツやってみませんか？

皆さんの参加をお待ちしています。詳細は、市内
体育施設にチラシが設置されていますので、ご覧く
ださい。次回から、各種目の特徴を指導者と一緒に
詳しく紹介していきますので、ご期待ください。

Let’s do sports together!! 
一緒にスポーツしましょう !!

や硬式テニス、バドミントン、昔遊び、フットサル、
スポーツ鬼ごっこ、グラウンドゴルフ、屋外ウォー
キング、スポーツ吹き矢、太極拳、よさこいソーラ
ン、社交ダンスに加えて軽音楽や英会話などの文化
活動もあり、参加した人たち同士で日ごろの情報を
交換して、地域のつながりの接点にもなっていま
す。各種目の指導者は、全員が素人ですが、競技ス
ポーツではなく、楽しむスポーツを心掛けています。
初心者でも安心して参加でき、会
員になればどの種目にも参加でき
ます。家から外に出て仲間を作る
チャンスです。

　地域住民によって運営され、さまざ
まなスポーツ体験などを実施している
クラブで、市内に 2 団体あります。
・なかよし　　　　　　☎ 090-2417-8502（大和）
・エンジョイスポーツ　☎ 090-2420-7846（高田）
　今月は、「なかよしクラブ」を紹介します。

広報かすみがうら　令和 4 年 1 月 20 日

投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。2月 3日木までに秘書広報課（〒 315-8512 上土田 461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、「電話番号・漢字にはふりがな」の記載をお願いします。　

広報かすみがうら　令和 4 年 1 月 20 日

▲古宇田信近（左）と古宇田傚太郎（右）

明治時代の医学者
「古宇田親子」①

■李
りこうしょう

鴻章襲撃事件と古
こ う だ

宇田信
のぶちか

近
今月と来月の２カ月にわたり、本市を代表する明

治時代の医学者「古宇田親子」を紹介します。
父の古宇田信近は、嘉永２年（1849 年）12 月に

田余村（現小美玉市）の原田家に生まれ、幼いころに
下土田村の古宇田義徳の養子になりました。15 歳
から 2 年間、志筑領（千代田地区）を治める本堂家
の侍医の金

か ね こ

子寿
じゅせん

仙に住み込みで医学の基礎を学び、
明治 3 年（1870 年）に 21 歳で東京に出て大学東校

（東京大学の前身）で医術の研
けんさん

鑽に励みました。
当時の教官であり、のちに陸軍軍医総監となった

石
いしぐろただのり

黒忠悳にその人物と才能を認められた信近は、そ
の後一時帰郷しますが、陸軍に入隊し累進して陸軍
二等軍医正となります。日清戦争の開戦により、明

治 28 年（1895 年）に招集されて下関要塞病院長と
なりました。

この年には、日清戦争の講和談判のため来日した
清国の李鴻章が、一人の青年の銃弾に倒れるという
大事件が起こりました。軍医であった古宇田信近は、
全力を挙げてこの治療にあたります。信近によって
李鴻章は命を取り留め、講和条約は支障なく締結さ
れました。

歴史博物館では、令和 3 年度特別展「医聖二代古
宇田信近・傚

こ う た ろ う
太郎」を 1 月 22 日土～ 3 月 21 日🈷

まで開催します。
記念講演会の他、展示解説書と先人マンガシリー

ズ 8 を刊行しますので、展覧会と併せてお申し込
みください。
◎記念講演会「感染症への挑戦　古宇田傚太郎」

日時：2 月 6 日日／午後 1 時 30 分～ 3 時
講師：当館館長　千葉隆司
場所：歴史博物館研修施設

◎記念講演会「医聖　古宇田信近」
日時：3 月 12 日土／午後 1 時 30 分～ 3 時
講師：当館学芸員　大久保隆史
場所：歴史博物館研修施設

問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017
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